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農薬の検出状況とその由来を早急に解明する必要

世界自然遺産登録地域を含む八重山地域の水田
イリオモテヤマネコやカンムリワシや
湿地性の希少種・固有種の生活の場としての重要

生物多様性保全と矛盾しない農業生産が必要

農薬が使用されていない止水域（水田を含む）で
複数種のネオニコチノイド系農薬が検出される

浸透性農薬の水田への流入
湿地性生物の生存の脅威となっている可能性

？

背景と課題



採水（5月中旬）

八重山（西表島10地点・石垣島11地点）の水田地帯

・無農薬水田 （11地点地点）
・農薬使用水田（10地点）

聞き取り調査（農薬使用状況）

農薬濃度測定（外注：株式会社平成理研）

・本企画予算（５種の浸透性農薬）
ネオニコ剤 4 種：ジノテフラン、イミダクロプリド、クロチアニジン、チアメトキサム

    フィプロニル

・科研費予算
ジアミド系剤 2 種：クロラントラニリプロール、シアントラニリプロール

追加調査（未使用農薬が検出された場合）

・周辺作物の栽培状況を調査
・栽培者の農薬使用状況を聞き取り

無農薬 農薬使用

農薬分析

！

農薬
検出あり

調査方法



水田
農薬
使用

ネオニコ系 ジアミド系

ジノテフラン チアメトキサム イミダクロプリド クロチアニジン
シアントラニリプ

ロール
クロラントラニリ
プロール

西01 有 1.43 <0.001 <0.001 0.133 <0.001 0.015

西02 有 0.004 0.054 <0.001 0.005 <0.001 <0.001

西03 有 0.023 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

西04 有 <0.001 0.010 <0.001 <0.001 <0.001 0.008

西05 無 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

西06 無 0.012 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.011

西07 無 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

西08 無 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

西09 無 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

西10 無 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

※水域の生活環境動植物の被害防止に係る農薬登録基準（環境省）

 ＝検出（低濃度）
 ＝未検出

：使用農薬成分
  ＝基準値以上検出※結果① 農薬検出状況（西表島）



水田
農薬
使用

ネオニコ系 ジアミド系

ジノテフラン チアメトキサム イミダクロプリド クロチアニジン
シアントラニリプ

ロール
クロラントラニリ
プロール

石01 有 12.3 0.010 <0.001 <0.001 0.004 0.075

石02 有 0.010 <0.001 0.068 0.002 <0.001 0.009

石03 有 0.040 0.001 <0.001 0.143 <0.001 0.636

石04 有 39.5 <0.001 <0.001 0.009 <0.001 0.336

石05 有 1.46 <0.001 <0.001 0.002 0.009 <0.001

石06 有 2.81 <0.001 <0.001 <0.001 0.011 0.274

石07 無 0.012 0.001 <0.001 0.002 <0.001 0.01

石08 無 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

石09 無 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.007

石10 無 <0.001 <0.001 <0.001 0.002 <0.001 0.009

石11 無 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.015

結果① 農薬検出状況（石垣島） ※水域の生活環境動植物の被害防止に係る農薬登録基準（環境省）

：使用農薬成分
  ＝基準値以上検出※

 ＝検出（低濃度）
 ＝未検出



結果① 農薬検出状況

ネオニコ系 ジアミド系
(mg/L, 対数目盛)(mg/L, 対数目盛)

西表島 石垣島 西表島 石垣島

無農薬水田

フィプロニル：全地点で未検出
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ネオニコ代替農薬であるジアミド系も広く検出されたネオニコ系は不使用水田でも検出された



結果② 広域移動の可能性

降雨・流出

農業用水路・取水
水源・農業用水を介した移動

農薬を使用していない水田でもネオニコチノイド系農薬を検出

マングローブ・河口域・沿岸域

農薬使用 無農薬

河川・排水路を介した移動

• 個別圃場や近隣からのドリフトだけでは
説明できない事例を確認

• 水源や農業用水を介した
広域移動の可能性

• 地域スケールでの水管理の必要性



GLMM
β = -0.31, p < 0.001
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西表島 石垣島 農薬(殺虫剤)使用 No Yes

ネオニコチノイド合計濃度 log10 (mg/L)

結果③ 生物多様性（水生昆虫）との関係

ネオニコ濃度上昇に伴い水田内の水生昆虫種数・個体数が減少傾向



ハイライト

• 想定していた懸念が

実際のデータとして確認された

• 水の流れ全体を

対象とした調査の必要性を実感

最も印象に残ったこと

「農薬を使用していない水田からも農薬検出」

陸上の農業活動が、
下流の生態系に影響を与える可能性



地域への共有と社会的意義

地域への共有と社会的意義

ラムサール条約湿地登録 20 周年行事で成果共有

⇨ 環境省・石垣市・地域住民への報告

地域課題として共有する機会に



目標達成度と得られた知見

項目 達成状況

広域調査 達成

聞き取り調査 達成

農薬分析 達成

生物多様性解析 概ね達成

発生源特定 継続課題

自己評価： 約８０％

無農薬 農薬使用

農薬分析

！

農薬
検出あり

• 非使用水田でも検出

• 広域移動の可能性

• 地域スケール管理の必要性

目標達成度

得られた知見



今後の課題と展望

今後の課題

・水源・流域スケールの調査

・農薬移動経路の解明

今後の展望

・ジアミド系農薬の実態把握※

・生物影響評価の継続

・地域との連携強化

※ クロラントラニリプロール等のジアミド系農薬は、
  近年ネオニコ系農薬の代替として使用が拡大している
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